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� 傍聴の際には「自宅での検温・マスクの持参」をお願いします �
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、議会を傍聴される皆様には、議場への入場前
に体温・体調等の申告をいただき、入場時にはマスクの着用、手指のアルコール消毒をお願いする
ことといたします。傍聴に来られる際には、あらかじめ自宅での検温と、マスクの持参をお願いい
たします。
　また、傍聴する際には、他の傍聴者と２メートル以上の間隔を空けて着席ください。
　感染拡大防止のため、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

特　集
稼
げ
る
農
業
を

め
ざ
し
て

http://www.city.takehara.lg.jp/gikai/http://www.city.takehara.lg.jp/gikai/



特
　集

Q 
ど
の
よ
う
な
作
物
を
作
っ
て 

お
ら
れ
ま
す
か
？

　
現
在
、
吉
崎
地
域
の
約
１
ha
の
農
地
で
、
春

か
ら
秋
に
か
け
て
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
、
冬
に

は
白
ね
ぎ
を
中
心
に
ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
の
軟

弱
野
菜
も
少
し
作
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
仁
賀
地
域

で
水
稲
の
栽
培
も
始

め
て
お
り
、
昨
年
か

ら
は
高
崎
地
域
の
新

規
就
農
者
の
小
中
さ

ん
と
一
緒
に
レ
タ
ス

の
栽
培
も
始
め
ま
し

た
。

Q 

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
「
体
に
入
る
食
品
っ
て
安
全
な
ほ
う
が
い
い

よ
ね
。
お
い
し
く
て
安
全
な
野
菜
を
自
分
で
作

ろ
う
。
」
と
考
え
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

　宇
野
議
員
・
今
田
議
員
が
聞
く

稼
げ
る
農
業
を

め
ざ
し
て

「
ま
る
政
農
園
」
の
赤
坂
佳
折
（
あ
か
さ
か
か
お
り
）

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

生 信さん 渡 邉さん赤 坂さん 笠 岡さん
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Q 
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？

　
苦
労
だ
ら
け
で
す
。
平
成
27
年
に
就
農
し
た

と
き
の
農
地
は
荒
廃
農
地
で
、
木
を
伐
採
し
な

が
ら
整
備
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
で
し
た
が
、

平
成
30
年
の
豪
雨
で
畑
が
水
没
し
て
、
白
ね
ぎ

は
全
滅
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
も
し
ば
ら
く
病
気
対

策
な
ど
で
大
変
で
し
た
。

　
今
は
従
業
員
の
雇
用
で
苦
労
し
て
お
り
、
早

朝
か
ら
ず
っ
と
畑
作
業
で
す
。
行
政
、
Ｊ
Ａ
の

補
助
事
業
で
機
械
を
買
っ
た
り
し
て
改
善
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。

Q 

こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
る 

こ
と
は
？

　
農
薬
な
ど
は
控
え
め
に
す
る
な
ど
、
安
心
・

安
全
な
野
菜
の
栽
培
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
一
つ
丁
寧
に
育
て
て
い
る
の
で
、
も
ち
ろ

ん
お
い
し
い
で
す
。

Q 

販
売
先
は
？

　
三
原
大
同
青
果
や
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
学
校
給
食
、

Ｊ
Ａ
三
原
の
元
気
村
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

Q 

行
政
に
望
む
こ
と
は
？

　
農
業
を
始
め
る
際
に
は
機
械
や
土
壌
整
備
な

ど
の
投
資
が
必
要
で
す
。
し
か
も
自
然
が
相
手

な
の
で
、
特
に
新
規
就
農
時
は
投
資
を
し
て
も

収
益
は
不
安
定
で
す
か
ら
、
投
資
や
新
規
就
農

者
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
若
手
の
農
業
者
が
増
え
て
い

る
の
で
、
彼
ら
を
結
び
付
け
て
、
機
械
の
共
同

利
用
や
忙
し
い
と
き
に
助
け
合
い
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

Q 

今
後
の
目
標
は
？

　
私
は
農
業
委
員
で
も
あ
る
の
で
、
竹
原
市
の

新
規
就
農
者
の
支
援
を
し
て
、
稼
げ
る
農
業
で

少
し
で
も
農
地
を
活

用
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。
新
規
作
物
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

る
な
ど
や
り
た
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
私
が
作
る
お
い
し

く
て
、
本
当
に
安
心

・
安
全
な
野
菜
を
ぜ

ひ
食
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

て
い
き
た
い
で
す
。
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議案
番号

議　案　名　等 議　案　等　の　概　要
付

　託

委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

議案
第 89 号

竹原市監査委員の選任に
つき議会の同意を求める
ことについて

竹原市監査委員中 井上　美津子 委員は、令和 2 年 11
月 4 日をもって辞職につき、その後任委員を選任する
もの（中本　英三氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
同意

無会派

　　　　道法　知江（公明党）
　　　　宮原　忠行（無所属）
　　　　吉田　　基（無所属）
　　　　宇野　武則（無所属）
　　　　松本　　進（日本共産党）

会派名 所　属　議　員　名

志政会
※川本　　円
　井上美津子
　山元　経穂
　竹橋　和彦

快政会
※高重　洋介
　堀越　賢二
　今田　佳男

新風会 ※下垣内和春
　大川　弘雄

災害支援連絡会
大川　弘雄
山元　経穂
松本　　進
竹橋　和彦

広報広聴委員会
委 員 長 井上美津子
副 委 員 長 今田　佳男

委 　 　 員

下垣内和春
川本　　円
宇野　武則
松本　　進

議会運営委員会
委 員 長 堀越　賢二
副 委 員 長 下垣内和春

委 　 員

竹橋　和彦
高重　洋介
宇野　武則
松本　　進

民生産業常任委員会
委 員 長 竹橋　和彦
副 委 員 長 下垣内和春

委 　 員

山元　経穂
堀越　賢二
宮原　忠行
吉田　　基
宇野　武則

総務文教常任委員会
委 員 長 今田　佳男
副 委 員 長 井上美津子

委 　 員

高重　洋介
川本　　円
大川　弘雄
道法　知江
松本　　進

種　　　別 定員 議選各種議員・委員

広 島 中 央 環 境 衛 生 組 合 議 会 議 員 3
大川　弘雄
道法　知江
井上美津子

広島県後期高齢者医療広域連合議会議員 1 大川　弘雄

竹 原 市 民 生 委 員 推 薦 会 委 員 2 山元　経穂
下垣内和春

竹 原 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員 2 宮原　忠行
竹橋　和彦

竹 原 市 青 少 年 問 題 協 議 会 委 員 2 川本　　円
高重　洋介

大 久 野 島 活 性 化 協 議 会 委 員 1 道法　知江

第6回　臨時会で議会  人事決定
令和２年11月４日現在

●議　　長／大川　弘雄 ●副 議 長／山元　経穂

〇�会派とは、構成員２名以上のものをもって会派
とみなし、一人の場合は、無会派となります。
※印は会派長　（　）内は所属政党名

◎竹原市議会会派

●令和2年第6回臨時会　議案概要・採決結果　　　　令和2年11月4日　　　　　　　　　　○は賛成　×は反対
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議案
番号

議　案　名　等 議　案　等　の　概　要
付

　託

委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

議案
第 90 号

竹原市職員の給与に関す
る条例の一部を改正する
条例案

人事院の令和 2 年 10 月 7 日付けの給与改定に関する
勧告等を考慮して、職員の期末手当の支給割合を改定
しようとするもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ×

原案
可決

議案
第 91 号

竹原市議会議員の議員報酬
及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例案

令和 2 年度竹原市職員の給与改定に合わせ、市議会議
員の期末手当の支給割合について、改定しようとする
もの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第 92 号

竹原市特別職の給与及び
旅費に関する条例の一部
を改正する条例案

令和 2 年度竹原市職員の給与改定に合わせ、市長、副市
長及び教育長の期末手当の支給割合について、改定し
ようとするもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

地方財政の充実・強化を求める意見書

　令和３年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、歳入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立をめ
ざすよう、政府に以下の事項の実現を求めます。

記
１�．社会保障、感染症対策、防災、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など、増大する地方自治体の財政
需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保をはかること。
２�．子育て支援や児童虐待防止、地域医療の確保、介護人材の確保、生活困窮者自立支援など、急増する社会
保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保および地方財政措置を的確に行うこと。
３�．新型コロナウイルス対策として、新たに政府が予算化した「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金」や「新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金」については、令和２年度の補正予算にとどま
らず、感染状況や自治体における財政需要を把握しつつ、令和３年度予算においても、国の責任において必
要な額を確実に予算化すること。
４�．「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている１兆円について、引き続き同規模の財源確保をはかること。
５�．令和２年度から始まった会計年度任用職員制度における当該職員の処遇の適正化に向けて、引き続き所要
額の調査を行うなどして、その財源確保をはかること。
６�．森林環境譲与税の譲与基準については、地方公共団体と協議を行い、林業需要の高い自治体への譲与額を
増大させるよう見直すこと。
７�．地域間の財源偏在性の是正にむけては、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から地方税への税源
移譲を行うなど、抜本的な改善を行うこと。
　�　また、各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証した上で、代替財源
の確保をはじめ、財政運営に支障が生じることがないよう対応をはかること。
８�．依然として4兆5,000億円強と前年度を超える規模の財源不足があることから、地方交付税の法定率を引
き上げ、臨時財政対策債に頼らない地方財政を確立すること。
　以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

12月定例会　全会一致で賛成可決し、国・政府へ提出しました。意見書

●議案第90号関係�《職員の期末手当の支給割合減額改定》
　・対象者数…253人　影響額…約430万円
　・�会計年度任用職員については、対象者数／約200人、影響額／約120万円を見込んでいる。
●議案第91号関係�《議会議員の期末手当の支給割合減額改定》
　・対象者…14人　影響額／約29万円
●議案第92号関係�《特別職の期末手当の支給割合減額改定》
　・対象者…3人　影響額／約11万円

●令和2年第7回臨時会　議案概要・採決結果　　　　令和2年11月26日　　　　　　　　　　○は賛成　×は反対
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議案
番号

議　案　名　等 議　案　等　の　概　要
付

　託

委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

議案
第 93 号

竹原市教育委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

竹原市教育委員会委員中 浅野　稔 委員は、令和 3 年 1
月 31 日をもって任期満了につき、その後任委員を任命
しようとするもの（浅野稔氏 )

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
同意

議案
第 94 号

竹原市公平委員会委員の
選任につき議会の同意を
求めることについて

竹原市公平委員会委員中 田中　豊年 委員は、令和 3 年
1 月 30 日をもって任期満了につき、その後任委員を選
任しようとするもの（田中豊年氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
同意

議案
第 95 号

竹原市固定資産評価審査
委員会委員の選任につき
議会の同意を求めること
について

竹原市固定資産評価審査委員会委員中 下岡　從道 委
員は、令和 3 年 1 月 31 日をもって任期満了につき、そ
の後任委員を選任しようとするもの（下岡從道氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
同意

議案
第 96 号

広島県市町総合事務組合
を組織する地方公共団体
の数の減少及び広島県市
町総合事務組合規約の変
更について

広島県市町総合事務組合から世羅三原斎場組合が脱退
すること及びこれに伴う広島県市町総合事務組合規約
を変更することについて議会の議決を求めるもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第 97 号

竹原市火葬場の指定管理
者の指定について

竹原市火葬場の指定管理者を指定するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × ×

原案
可決

議案
第 98 号

市立竹原書院図書館の指
定管理者の指定について

市立竹原書院図書館の指定管理者を指定するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ × × ×

原案
可決

議案
第 99 号

職員の服務の宣誓に関す
る条例の一部を改正する
条例案

会計年度任用職員の服務の宣誓について、任用形態に応
じた方法により行うことができるよう改正するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第100号

竹原市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例案

地方税法施行令の一部が改正されたことに伴い、被保
険者均等割額及び世帯別平等割額の軽減判定基準額
を引き上げるもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第101号

竹原市立学校設置条例の
一部を改正する条例案

忠海小学校及び忠海中学校を廃止し、忠海学園を設置
するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ×

原案
可決

議案
第102号

竹原市職員の特殊勤務手
当に関する条例の一部を
改正する条例案

新型コロナウイルス感染症により生じた防疫等作業に
従事した職員に支給する特殊勤務手当の特例を定め
るもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第103号

竹原市印鑑条例の一部を
改正する条例案

個人番号カードを利用し、コンビニエンスストア等に
設置されている端末等において印鑑登録証明書の交
付を可能とするため、必要な規定を整備するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ×

原案
可決

議案
第104号

竹原市地域振興基金条例
の一部を改正する条例案

企業版ふるさと納税制度による企業からの寄付金を
活用し、本市のまち・ひと・しごと創生総合戦略の基本
目標の達成に資する事業を推進できるよう基金の目
的を見直すもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第105号

工場立地法第 4 条の 2 第 1
項の規定に基づく準則を
定める条例の一部を改正
する条例案

特定工場の敷地面積に対する緑地面積及び環境施設
面積の割合を緩和するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ×

原案
可決

議案
第106号

令和 2 年度竹原市一般会
計補正予算（第 8 号 )

歳入歳出それぞれ 52,855 千円を減額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × ×

原案
可決

議案
第107号

令和 2 年度竹原市国民健康保
険特別会計補正予算（第 2 号）

歳入歳出それぞれ 44,483 千円を増額補正するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

退
席

原案
可決

議案
第108号

令和 2 年度竹原市介護保険
特別会計補正予算（第 2 号）

歳入歳出それぞれ 3,068 千円を減額補正するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

退
席

原案
可決

議案
第109号

令和 2 年度竹原市後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 2,090 千円を増額補正するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○

退
席

原案
可決

議案
第110号

令和 2 年度竹原市一般会
計補正予算（第 9 号）

歳入歳出それぞれ 12,680 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

発議
第 2-5 号

地方財政の充実・強化を求
める意見書（案）

地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出するもの 省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

●令和2年第4回定例会　議案概要・採決結果　　　　令和2年12月8日～令和2年12月18日　○は賛成　×は反対
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… 主 な 議 案 …

議案第97号  竹原市火葬場の指定管理者の指定について

議案第98号  市立竹原書院図書館の指定管理者の指定について

議案第104号  竹原市地域振興基金条例の一部を改正する条例案

議案第110号  令和2年度竹原市一般会計補正予算（第9号）

議案第103号  竹原市印鑑条例の一部を改正する条例案

●内　容／�竹原市火葬場の指定管理者を株式会社日本斎苑に指定するもの
　　　　　期　間…令和3年4月1日から令和8年3月31日まで
●民生産業委員会での主な質疑
・質　疑／ 指定管理者に業務を丸投げするのではなく、指導・監督をどのように考えているのか。
・答　弁／�委員の意見を参考にして指定管理者と連携を密にして対応します。

●内　容／�市立竹原書院図書館の指定管理者として株式会社図書館流通センターを指定するもの
　　　　　期　間…令和3年4月1日から令和8年3月31日まで
●総務文教委員会での主な質疑
・質　疑／ 指定管理をした場合のノウハウ、専門性の継続、企画力はどうなるのか。
・答　弁／�今回の指定管理者となる事業者は図書館業務のノウハウを持った実績のある業者であ

り、スタッフについてプロの図書館人を育てるとの提案もあり、今後新たなイベント
等の企画も期待できると考えている。

●内　容／�企業版ふるさと納税制度による企業からの寄付金を活用し、本市のまち・ひと・しご
と創生総合戦略の基本目標の達成に資する事業を推進するため、基金の設置目的を見
直すもの

●総務文教委員会での主な質疑
・質　疑／ 企業版ふるさと納税が推進されることはいいことであるが、基金を活用する施策を検

討しているのか。
・答　弁／�活用できる準備が整ったので、今後受け入れの促進と同時に基金を活用した地方創生

事業を進めていきたい。

●内　容／�ひとり親世帯臨時特別給付金事業
　　　　　�新型コロナウイルス感染症の影響により、子育てと仕事を一人で担う低所得者のひと

り親世帯に、特に大きな困難が心身に生じている事を踏まえ、臨時特別給付金の再支
給を実施するもの。

●内　容／�個人番号カードを利用し、コンビニエンスストアの端末等において印鑑登録証明書の
交付を可能にするため必要な規定を整備するもの

●民生産業委員会での主な質疑
・質　疑／ 個人番号カードの普及率・取得率を上げていけば、職員の負担軽減にもなり住民サー

ビスにもなるのではないか。
・答　弁／�コンビニでも可能とすることで住民サービスの幅を拡げることに繋がるものと考えて

いる。（本市の個人番号カード普及率は11月末現在6,603枚、普及率は26.29%）

たけはら市議会だより第 103 号（ 7 ） 2021（令和 3 年）2 月



質
問  

菅
政
権
の
日
本
学
術
会

議
人
事
介
入
問
題
は
、
学
問
の

自
由
（
憲
法
23
条
）
の
明
確
な

侵
害
で
す
。
市
民
の
学
問
の
自

由
の
保
障
に
対
す
る
市
長
の
認

識
は
ど
う
か
。

答
弁 

市
長 

学
問
の
自
由
は
広

く
す
べ
て
の
国
民
に
保
障
し
て

い
ま
す
。

質
問  
広
島
県
が
本
川
整
備
計

画
（
２
０
０
７
年
２
月
）
を
策

定
し
て
13
年
余
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
本
川
の
拡
幅
・
浚
渫
工

事
は
い
つ
頃
行
う
予
定
で
す
か
。

答
弁 

市
長 

河
川
改
修
は
現
時

点
で
は
事
業
化
の
見
通
し
が
た

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
期

着
手
に
向
け
国
県
等
毎
年
要
望

し
て
い
ま
す
。
本
川
の
浚
渫
は

令
和
３
年
度
に
河
口
堰
周
辺
と

田
ノ
浦
川
合
流
点
付
近
の
２
か

所
を
行
い
ま
す
。

質
問  

①
竹
原
市
が
、
広
島
県

に
提
出
し
た
意
見
書
に
は
「
地

元
住
民
と
の
協
議
の
場
の
確
保

・
信
頼
醸
成
に
努
め
る
よ
う
指

導
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
様
な
取
組
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

②
Ｊ
Ａ
Ｂ
事
業
者
の
広
島
市
安

佐
南
区
・
上
安
産
廃
場
は
、
本

郷
産
廃
場
と
同
じ
安
定
型
で
す

が
、
水
質
汚
染
・
悪
化
が
起
き

て
い
る
。
竹
原
市
は
こ
の
現
状

を
ど
の
様
に
認
識
し
ま
す
か
。

③
竹
原
市
の
水
源
保
護
条
例
の

制
定
を
緊
急
に
求
め
ま
す
。
条

例
の
柱
は
、
一
つ
は
事
業
説
明

の
義
務
と
住
民
の
合
意
を
得
る

こ
と
。
二
つ
は
、
産
廃
場
建
設

前
後
に
、
市
が
責
任
を
も
ち
水

質
調
査
・
監
視
を
行
う
こ
と
。

三
つ
は
、
水
質
悪
化
・
汚
染
の

原
因
解
明
や
汚
染
物
の
撤
去
等

を
義
務
づ
け
る
こ
と
で
す
。
市

長
は
水
源
保
護
条
例
の
制
定
を

ど
の
様
に
お
考
え
で
す
か
。

④
産
廃
場
に
特
化
し
た
水
源
条

例
は
可
能
で
す
か
。

答
弁 

市
長 

①
現
在
、
広
島
県

が
事
業
者
に
地
元
調
整
の
指
導

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

②
廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
を
満

た
す
設
備
・
対
応
方
法
や
事
業

者
の
適
切
な
対
応
で
地
下
水
や

水
源
を
汚
染
す
る
恐
れ
は
な
い

と
判
断
さ
れ
、
許
可
さ
れ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

③
竹
原
市
の
水
源
保
護
条
例
は
、

範
囲
が
多
岐
に
わ
た
り
、
製
造

業
や
農
業
等
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

④
地
域
に
お
い
て
団
体
が
行
う

事
務
に
関
し
て
条
例
を
制
定
で

き
ま
す
が
、
三
原
市
に
建
設
の

産
廃
場
に
適
用
す
る
の
は
困
難

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

質
問  

市
庁
舎
問
題
は
、
竹
原

市
に
と
っ
て
は
一
番
の
悩
み
で

あ
り
、
真
っ
先
に
手
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

商
工
会
議
所
と
の
話
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
、
具
体
的

な
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

市
庁
舎
移
転
を
は

じ
め
と
し
た
公
共
施
設
ゾ
ー
ン

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
30
年
の
豪
雨
災
害
以
後
、

災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
財
政

健
全
化
に
優
先
的
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
実
現
可
能
な
計
画
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
庁
舎
を
た
け
は
ら
合
同
ビ
ル

へ
移
転
す
る
た
め
に
は
、
竹
原

商
工
会
議
所
の
移
転
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
商
工
会
議
所

と
は
協
議
を
継
続
し
て
お
り
、

区
分
所
有
者
で
あ
る
広
島
県
の

助
言
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

有
地
そ
の
他
の
場
所
へ
の
事
務

所
の
移
転
に
向
け
た
協
議
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

質
問  

来
年
４
月
に
水
道
料
金

を
改
定
す
る
予
定
が
、
県
の
水

道
事
業
一
元
化
の
動
向
を
踏
ま

え
て
、
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

現
在
ど
の
様
に
推
移
し
て
い
る

の
か
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●市民の学問の自由の保障について

●本川の拡幅・浚渫について
●本郷産廃場と竹原市水源保護条例の制定について

動 画

答
弁 

市
長 

令
和
元
年
度
ま
で

の
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、

計
画
値
を
上
回
る
純
利
益
を
確

保
し
、
黒
字
経
営
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
直
ち

に
改
定
す
る
必
要
が
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
水
道
料
金
の
改
定
時

期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
需
要

の
動
向
や
収
支
状
況
の
見
通
し
、

広
域
連
携
へ
の
参
画
の
方
向
性

な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
、
慎
重

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

か
ん
ぽ
の
宿
た
け
は
ら

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
か
れ
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
た
め
、
現
在
は
閉
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
湯
坂
温
泉
郷
は
、
本
市
に
お

い
て
町
並
み
保
存
地
区
や
大
久

野
島
と
並
ぶ
重
要
な
観
光
拠
点

で
あ
り
、
多
く
の
市
民
や
県
民

に
利
用
さ
れ
て
き
た
施
設
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
温
泉
・
宿
泊

施
設
と
し
て
事
業
継
承
さ
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

吉
よ し だ

田　　基
もとい ●庁舎移転問題について

●水道事業の推移について
●かんぽの宿たけはらについて

動 画

たけはら市議会だより2021（令和 3 年）2 月 第 103 号（ 8 ）一 般 質 問



質
問  

竹
原
市
立
東
野
保
育
所

は
少
子
化
に
伴
い
45
人
の
定
員

で
20
人
を
下
回
っ
た
時
点
（
Ｈ

28
～
30
年
）
で
統
廃
合
の
検
討

を
す
る
こ
と
や
保
育
士
の
人
材

確
保
が
難
し
い
事
、
財
政
健
全

化
計
画
に
よ
り
、
令
和
６
年
（

２
０
２
４
年
）
３
月
で
廃
止
す

る
方
針
を
出
し
、
説
明
会
を
行

っ
た
。

　
し
か
し
、
現
段
階
で
多
く
の

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
一

番
望
ん
で
い
る
こ
と
は
保
育
所

の
継
続
で
あ
る
。

　
ま
た
、
数
年
前
と
比
較
し
て

園
児
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

直
視
し
、
竹
原
市
の
保
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
考
え
方
を
改

め
る
事
が
必
要
と
考
え
る
。
そ

こ
で
伺
い
ま
す
。

①
市
が
考
え
る
質
の
高
い
充
実

し
た
就
学
前
教
育
・
保
育
と
は
。

②
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
と
は
。

③
長
時
間
保
育
に
対
応
す
る
た

め
の
正
規
職
員
の
保
育
士
で
対

応
し
き
れ
な
い
勤
務
に
お
い
て

の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
確
保

は
。

答
弁 

市
長 

①
乳
幼
児
期
の
教

育
・
保
育
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

人
格
形
成
及
び
小
学
校
以
降
の

教
育
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
保
育
所
・
こ
ど
も
園
に

お
け
る
集
団
生
活
や
体
験
を
通

じ
て
、
人
と
関
わ
る
力
や
思
考

力
、
感
性
や
表
現
力
な
ど
の
ほ

か
、
人
間
性
を
育
み
「
夢
を
持

ち
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
子
供
の
育
成
」
に
資
す
る
一

人
一
人
の
発
達
段
階
や
特
性
に

応
じ
た
教
育
・
保
育
を
行
う
こ

と
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

②
延
長
保
育
、
病
児
・
病
後
児

保
育
・
一
時
預
か
り
事
業
や
、

子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提

供
な
ど
、
多
様
な
働
き
方
や
生

活
に
応
じ
た
保
育
の
提
供
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

③
市
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
広
島
県

保
育
士
人
材
バ
ン
ク
を
活
用
し

て
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

全
国
的
な
保
育
士
不
足
の
状
況

と
同
様
本
市
も
苦
慮
し
て
お
り
、

職
員
の
知
人
等
へ
働
き
か
け
も

行
い
な
が
ら
、
職
員
の
確
保
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

質
問  

古
墳
群
な
ど
古
代
の
竹

原
の
価
値
を
見
直
す
こ
と
で
、

町
の
活
性
化
に
活
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

答
弁 

教
育
長 

市
史
跡
横
大
道

古
墳
群
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
石
室
に
供
え
ら
れ
た
土
器
や

豪
族
が
身
に
つ
け
た
装
飾
品
な

ど
が
出
土
し
て
お
り
、
大
変
貴

重
な
も
の
で
あ
る
と
の
専
門
家

か
ら
の
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
関
係
団
体
や
地
域

住
民
等
と
の
緊
密
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
文
化
財
の
保
存
と

活
用
を
進
め
、
後
世
へ
と
引
き

継
い
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質
問  

今
後
た
け
は
ら
フ
ァ
ン

の
み
な
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
竹

原
市
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

「
た
け
は
ら
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
」
は
、
本
年
８
月
に

創
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
会
員
の
一
層
の
拡

大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
会

員
と
地
域
住
民
と
の
交
流
会
を

実
施
す
る
な
ど
、
会
員
が
地
域

に
直
接
関
わ
る
よ
う
な
取
組
も

進
め
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
地

域
課
題
の
解
決
に
協
力
い
た
だ

け
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な

担
い
手
と
な
り
得
る
人
材
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
行

事
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
ま
ち
の
賑
わ
い
の
創

出
や
住
民
の
皆
様
の
竹
原
市
へ

の
愛
着
や
誇
り
の
更
な
る
醸
成

に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

三
村
剛
昴
博
士
を
も
っ

と
顕
彰
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁 

市
長 

三
村
博
士
は
理
論

物
理
学
の
権
威
で
あ
り
、
多
大

な
功
績
を
残
さ
れ
た
郷
土
の
偉

人
で
あ
り
ま
す
。

　
原
爆
を
経
験
し
た
科
学
者
と

し
て
、
科
学
の
平
和
利
用
に
向

け
て
活
躍
さ
れ
る
一
方
で
、
竹

原
書
院
図
書
館
の
館
長
を
通
算

約
８
年
務
め
て
い
た
だ
く
な
ど

郷
土
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
多

く
の
方
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
方

で
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
関
連
す
る
資
料

等
の
収
集
や
調
査
に
努
め
る
と

と
も
に
、
様
々
な
機
会
を
捉
え

な
が
ら
、
ご
功
績
の
あ
っ
た
郷

土
の
偉
人
の
活
躍
を
後
世
に
伝

え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●古代の竹原の価値を見直して、町の活性化に活用できないか
●地域課題の解決に「たけはらファン」の力を活かせないか
●竹原の偉人　三村博士をもっと顕彰すべきではないか

動 画

井
いのうえ

上美
み つ こ

津子 ●竹原市立東野保育所廃止について
動 画
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質
問  

安
全
・
安
心
な
水
を
安

定
供
給
で
き
る
水
道
事
業
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答
弁 

市
長 

今
後
の
水
道
料
金

の
改
定
時
期
に
つ
い
て
は
、
水

需
要
の
動
向
や
収
支
状
況
の
見

通
し
を
勘
案
し
な
が
ら
、
慎
重

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
己
水
源
と
県
用
水
の
割
合

を
維
持
し
な
が
ら
、
水
の
安
定

供
給
と
経
営
の
安
定
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
質
の
異
常
時
は
、
現
状
を

把
握
し
た
上
で
、
臨
時
の
水
質

検
査
を
行
い
、
検
査
結
果
に
応

じ
た
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
久
野
島
の
水
道
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
、
憩
い
の
島
、
平

和
学
習
の
場
と
し
て
、
多
く
の

方
に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
様
々
な
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

国
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
域
連
携
に
つ
い
て
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
市
町
の
枠
を
超

え
た
広
域
連
携
に
よ
り
、
水
道

事
業
の
経
営
・
運
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
こ
と
は
有
効
な
形
態

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

他
の
水
道
事
業
体
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
広
域
連
携
の
参

画
に
つ
い
て
判
断
し
て
ま
い
り

質
問  

市
長
は
市
職
員
と
し
て

の
31
年
間
の
経
験
を
活
か
し
て
、

選
挙
で
は
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
諸
施
策
に
取
り
組
む
と
力

強
く
訴
え
多
く
の
市
民
の
支
持

を
得
た
。
行
財
政
改
革
推
進
の

た
め
２
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

採
用
し
た
が
、
月
一
度
数
時
間

で
効
果
を
望
む
こ
と
は
不
可
能

と
思
う
。
今
後
の
取
組
は
。

答
弁 

市
長 

外
部
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
は
、
外
部
の
視
点
か
ら
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
、
私
自
身
が
方
向
性
を

見
極
め
、
行
財
政
経
営
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
効
果
を
検
証
し
、

適
宜
、
見
直
し
を
行
い
、
行
財

政
経
営
の
強
化
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問  

市
庁
舎
移
転
問
題
は
吉

田
前
市
長
と
商
工
会
議
所
の
間

で
大
枠
合
意
さ
れ
た
。
市
長
が

平
成
30
年
豪
雨
災
害
後
庁
舎
移

転
を
一
時
凍
結
し
て
す
で
に
２

年
余
が
経
過
。
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁 

市
長 

庁
舎
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
広
島
県
の
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
商
工
会
議
所

と
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
の
財
政
見
通
し
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
庁
舎
移
転
の

実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
検

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
拡
大
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
検
討
さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁 

教
育
長 

文
化
財
的
価
値

を
把
握
す
る
保
存
対
策
調
査
を

行
い
、
住
民
意
向
の
把
握
や
保

存
方
策
の
精
査
な
ど
総
合
的
な

検
討
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
住

民
及
び
町
並
み
関
係
者
と
連
携

を
密
に
し
、
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
慎
重
に
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問  

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
と
、

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合

に
お
け
る
社
会
福
祉
施
設
等
へ

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

つ
も
り
か
伺
い
た
い
。

答
弁 
市
長 

市
内
に
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
方
式
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
事
案
発
生
時
に
は
、
県
が
患

者
の
受
入
れ
先
を
調
整
す
る
と

と
も
に
、
感
染
医
療
支
援
チ
ー

ム
を
派
遣
し
、
事
業
者
に
対
す

る
感
染
対
策
の
指
導
・
支
援
等

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
広
島
県
等
と
連
携
を
密
に

し
、
事
業
者
の
支
援
に
努
め
る

と
と
も
に
、
感
染
拡
大
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

建
設
業
協
会
の
会
員
数

は
激
減
し
て
い
る
。
公
共
工
事

発
注
に
つ
い
て
は
、
市
内
業
者

に
優
先
的
に
発
注
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
今
後
公
共
工
事

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

建
設
業
者
は
公
共

性
の
高
い
役
割
も
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
適
切
な
工
事
が

で
き
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、

可
能
な
限
り
地
元
の
業
者
に
工

事
の
発
注
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
育
成
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質
問  

近
年
子
ど
も
た
ち
の
ネ

ッ
ト
依
存
に
よ
る
社
会
生
活
な

ど
へ
の
影
響
は
深
刻
で
、
単
に

家
庭
の
問
題
で
は
片
づ
け
ら
れ

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
本

市
で
相
談
事
例
は
あ
る
の
か
。

答
弁 

教
育
長 

保
護
者
か
ら
の

相
談
が
学
校
に
数
件
あ
が
っ
て

お
り
、
学
校
と
保
護
者
が
連
携

し
な
が
ら
個
別
の
状
況
に
合
わ

せ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
依
存
の
防
止
に
向
け
た

取
組
を
進
め
る
た
め
、
「
携
帯

安
全
教
室
」
等
を
実
施
す
る
な

ど
、
家
庭
を
巻
き
込
ん
だ
取
組

を
全
て
の
学
校
で
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則
●市長の政治姿勢について
●地元業者の育成について
●スマホ、ネット依存症について

動 画

下
しもがきうち

垣内 和
かずはる

春
●今後の竹原市の水道事業について
●観光による地域づくりについて
●新型コロナウイルス感染（クラスター）事案発生時に備えた体制整備について 動 画
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１０月２８日　総務文教委員会
１０月３０日　議会運営委員会
１１月　４日　第６回臨時会
　　　　　　　代表者会議
　　　　　　　議会運営委員会
　　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　　民生産業委員会
１１月１３日　議会運営委員会
　　　　　　　代表者会議
１１月２５日　議会運営委員会
１１月２６日　第7回臨時会
　　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　　代表者会議

議 会 の う ご き

※この間，広報広聴委員会は7回開催しました。（11/13，11/26，12/2，12/8，12/18，1/14，1/20）

１２月　２日　議会運営委員会
１２月　８日　 第4回定例会（～１２月１８日）
１２月１０日　総務文教委員会
１２月１１日　民生産業委員会
１２月１４日　本会議　一般質問（１日目）
１２月１５日　本会議　一般質問（２日目）
１２月１８日　議会運営委員会（会期中）
　　　　　　　本会議
　　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　　全議員会議
　　　　　　　代表者会議
１月１８日　　総務文教委員会

《総務文教委員会》1月18日� 委員長　今田　佳男　　

●水道事業の広域連携について
　①県内水道事業の概況
　・21市町が独立採算により水道事業を実施
　・市町間の水道料金の格差は、最大3.3倍
　②広島県水道広域連携推進方針の概要
　　(ア)広域連携の基本的枠組
　　・広島県全域を範囲とし、経営組織を一元化する「統合による連携」が適当
　　・�事情により、統合への参画が困難な市町は、「統合以外の連携」に取り組み、業務の効率化を図

っていくことが適当
　　(イ)ロードマップ
　　・市町は、令和２年度末を目途に県の方針に対する判断を行う
　　・�統合による連携に賛同する市町と県は、令和３年度に基本協定の締結、令和４年度に企業団設立、

令和５年度の事業開始を目指す
・主な質疑
　 質疑 　 広島市、福山市などが統合に参加せず統合以外の連携を選択するようだが、県が示す統合の効

果額などに影響はないのか。
　 答弁　�統合に参加した市町は、当初の10年間は市町ごとの区分経理をすることになっています。県

が示している効果額などは各市町が積み上げた数字をもとに算定されており、参加しない市町
があっても本市には大きく影響するものではないと説明を受けています。

　 質疑 　 統合に参加した場合、10年間は市町ごとに区分経理することになるが、その間に交付される
国の交付金を活用して、水道管の布設替など竹原市の諸課題は解決することができるのか。

　 答弁　�施設の統廃合に合わせて、基幹となる管路について耐震化と同時に更新を進めていきたい。

常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査
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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

　
昨
季
、
待
ち
に
待
っ
た
カ
ー
プ

の
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
は
、
主
力
選

手
の
不
振
や
故
障
者
も
多
く
、
チ

ャ
ン
ス
に
得
点
で
き
ず
、
失
点
し

て
は
い
け
な
い
場
面
で
失
点
し
て

し
ま
う
苦
戦
の
試
合
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　
終
盤
戦
で
は
、
若
手
選
手
の
起

用
や
主
力
選
手
の
復
調
に
よ
り
、

カ
ー
プ
ら
し
さ
も
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
一
点
の
重
み
を
感
じ
た
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
、
Ｂ
ク
ラ
ス
に
あ
ま

ん
じ
ま
し
た
。

　
今
季
は
、
「
Ｖ
奪
還
」
に
向
け

て
監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
が
一
体

感
の
あ
る
チ
ー
ム
と
な
り
、
「
点

を
と
ら
な
い
と
勝
て
な
い
。
確
実

に
得
点
し
、
投
手
が
抑
え
る
。
」

野
球
を
目
指
し
、
戦
っ
て
も
ら
い

た
い
。

　
カ
ー
プ
が
、
勝
利
す
る
こ
と
で

「
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
や
広
島
県
民
」

に
希
望
と
活
力
を
あ
た
え
て
も
ら

え
る
よ
う
な
年
に
し
て
ほ
し
い
。

下
垣
内　
和
春

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　川
本

　
　円

　
　宇
野

　武
則

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

特
集
後
記

　
以
前
、
竹
原
西
小
学
校
の
通
学

路
近
く
の
草
む
ら
に
大
き
な
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
が
見
つ
か
っ
て
困
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
る
政

農
園
さ
ん
に
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
を

お
願
い
す
る
と
、
そ
の
日
の
夕
方

す
ぐ
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
子
供

た
ち
は
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
竹
工
芸
で
移
住
し
て
き
た
若
者

が
作
っ
た
竹
細
工
の
バ
ッ
グ
を
購

入
し
て
応
援
す
る
な
ど
面
倒
見
も

い
い
方
で
す
。

　
い
つ
も
早
朝
か
ら
遅
く
ま
で
農

作
業
に
忙
し
い
ま
る
政
農
園
の
み

な
さ
ん
で
す
が
、
健
康
に
気
を
つ

け
て
、
稼
げ
る
農
業
を
実
現
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
田　
佳
男

特　集

稼げる農業を
めざして
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